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（８
口
号
１３
面
か
ら
の
続
き
）

水
関
係
者
、

関

係
省
庁
の
動
き

水
の
安
全
保
障
研
究
会
が
発

足
し
た
当
時
は
、

「自
民
党
先

生
の
お
勉
強
会
」
と
か

「関
係

省
庁
か
ら
ま
ず
意
見
を
聞
く
べ

き
で
あ
る
、

民
間
人
に
な
に
が

判
る
の
か
」

「海
外
ビ
ジ
ネ
ス

よ
り
、

ま
ず
国
内
整
備
だ
。

よ

け
い
な
お
世
話
だ
」
と
椰
楡
さ

れ
日
本
特
有
の
後
ろ
向
き
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

し
か
し
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
を
迎
え
る
頃
か

ら
、

雰
囲
気
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ

っ
て
き
た
。

水
の
安
全
保
障
研
究
会
の
活

動
が
多
く
の
水
関
係
者
に
漫
透

す
る
に
つ
れ
、

上
下
水
道
事
業

者
や
各
省
庁
、

ま
た
産
業
界
て

は
そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、

各
種
の
勉
強
会
や
研
究
会
、

戦

略
会
議
等
が
設
立
さ
れ
具
体
的

な
提
案
や
行
動
方
針
が
発
信
さ

議

（委
員
長
＝
水
団
連

・
坂
本

専
務
理
事
）
、

「水
道
の
安
全

保
障
研
究
会
」

（委
員
長
＝
御

園
日
水
協
専
務
理
事
）
、

外
務

省
主
催

「Ｎ
Ｇ
Ｏ
研
究
会
、

水

に
関
す
る
援
助
の
あ
り
方
」
、

経
産
省
の
呼
び
か
け
に
よ
る

「循
環
型
水
資
源
管
理
ビ
ジ
ネ

ス
推
進
協
議
会

（仮
称
）
」
に

し
か
輸
出
て
き
な
か

っ
た
日
本

企
業
の
欠
点
を
補
う
べ
く
、

得

意
な
技
術
を
有
す
る
エ
ン
ジ
技

術

・
膜
供
給

。
薬
剤
供
給
な
ど

の
１５
社
と
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
組

み
、

果
敢
に
海
外
市
場
を
開
拓

す
る

「
日
本
連
合
」
の
走
り
と

も
い
え
よ
う
。

ま
た
経
済
雑
誌

や
マ
ス
コ
ミ

（
Ｔ
Ｖ
の
ゴ
ー

ル

る
。

最
近
の
事
例
で
は
民
主
党

は
９
月
１７
日
に

「水
政
策
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
立
ち
上

げ
初
会
合
を
開
い
て
い
る

（座

長
は
伴
野
豊

・
衆
議
院
議
員
）
。

こ
の
よ
う
に
水
に
関
す
る
論

議
が
今
ま
で
の
水
関
係
者
だ
け

て
は
な
く
、

ま
さ
に
産
官
学
や

国
民
的
な
広
が
り
に
な
ろ
う
と

て
、

最
終
報
告
書
に
盛
り
込
ま

れ
た
内
容
を
確
実
に
実
行
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

政

局
が
不
安
定
で
あ
り
、

今
後
の

「水
の
安
全
保
障
特
命
委
員
会
」

の
ゆ
く
え
は
不
透
明
で
あ
る

が
、

政
局
が
不
安
的
な
今
こ
そ
、

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

ま
ず
、

そ

れ
ぞ
れ
任
さ
れ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
固
め
、

産
官
学
、

水
関
係
者

の
連
携
を
は
か
る
こ
と
で
あ

る
、

政
局
が

ハ
ッ
キ
リ
し
た
時

点
で
、

国
策
と
し
て
打
ち
出
せ

る
よ
う
に
…
。

中
川
委
員
長
が
最
後
に
語

っ

た
言
葉
が
心
に
残

っ
て
い
る
。

「水
問
題
は
国
家
の
安
全
保
障

で
あ
る
。

私
は
党
派
を
超
え
て
、

民
主
党
や
公
明
党
に
も
呼
び
か

け
た
。

な
ぜ
な
ら
国
民
の
安
全

・
安
心
を
守
る
こ
と
は
政
治
家

の
使
命
で
あ
り
、

す
な
わ
ち
国

益
で
あ
る
」
と
。

（お
わ
り
）

れ
て
く
る
よ
う
に
な

っ
た
。

最

終
報
告
書
に
は

「国
政
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ

プ
」

「産
官
学
の
総

合
連
携
」
「国
民
の
全
員
参
加
」

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の

３
点
か
ら
、

最
近
の
動
き
を
俯

腋
し
て
み
る
と
力
強
い
息
吹
が

感
じ
ら
れ
る
。

水
団
連
の
水
道
産
業
戦
略
会

２０
社
が
参
加
予
定
、

「３
省
（経

産
省
、

国
交
省
、

農
水
省
）
連

携
に
よ
リ
リ
ン
資
源
回
収
連
絡

会
」
、

ま
た
日
中
水
パ
ネ
ル
の

開
催

（主
催
＝
日
本

・
水
フ
ォ

ー
ラ
ム
）
、

「日
本
企
業
群
に

よ
る
中
国
水
ビ
ジ
ネ
ス
開
拓
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
」
こ
れ
は
三
井
物

産
が
中
心
と
な
り
、

従
来
単
品

デ
ン
タ
イ
ム
）
で
も
、

水
問
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、

水
問
題
を
多
く
の
国
民
が

知
る
こ
と
に
な

っ
て
き
て
い

る
。政

治
側
の
動
き
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。

中
川
委
員
長
の
呼
び

か
け
で
、

民
主
党
や
公
明
党
も

水
問
題
に
乗
り
出
し
て
き
て
い

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
動
き

は

「チ
ー
ム
水

・
日
本
」
の
め

ざ
す
目
標
の
第

一
歩
で
も
あ

る
。今

、
わ
れ
わ
れ
の

や
る
べ
き
課
題
は

わ
れ
わ
れ
に
は
総
力
を
挙
げ

中川 昭一 ・水 の安 全保障特 命委 員会委 員長
(現財務 ・金融担 当大 臣)を中心 に、 今後 の活
動 方針等 につ いて の検討 を重 ね る委 員 ら

チ
ー
ム
水
。日
本
の
目
標
へ
一
歩

下
水
道
新
技
術
推
進
機
構
は
先
月
１１
日
、

講
師
に
グ
ロ
ー

バ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ジ
ャ
パ
ン
代

表
の
吉
村
和
就
氏
を
招
き
、

恒
例
の
技
術
サ

ロ
ン
を
開
い
た
。

関
係
者
約
６０
名
が
聴
講
し
、

質
疑
応
答
を
行

っ
た
。

吉
村
氏
は
上
下
水
道
関
連
分
野
の

「最
新

の
話
題
」
と
題
し
て
講
演
。

世
界
市
場
を
舞

合
に
国
を
挙
げ
て
事
業
展
開
を
し
て
い
る
海

外
の
巨
大
水
企
業
の
動
勢
や
自
民
党
の

「特

命
委
員
会

・
水
の
安
全
保
障
研
究
会
」
の
活

動
成
果
、

そ
の
発
展
的
組
織
と
し
て
発
足
し

た

「水
の
安
全
保
障

・
特
命
委
員
会
」
の
狙

い
と
構
想
な
ど
に
つ
い
て
詳
説
。

日
本
の
水
産
業
界
は
、

希
少
絶
滅
種
の
集

ま
り
で
あ
る
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
島
に
近
似
し
て
い

る
。

日
本
が
世
界
に
伍
し
て
水
ビ
ジ
ネ
ス
を

展
開
す
る
た
め
に
は
、

そ
こ
か
ら
脱
却
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
な
い
と
日
本
の
未
来

は
な
い
と
強
調
。

そ
の
た
め
に
広
く
内
外
の

情
報
を
集
め
外
資
を
導
入
し
、

従
前
の
行
政

。
事
業

・
産
業
構
造
等
を
抜
本
的
に
見
直
し

て
国
家
的
見
地
か
ら
こ
れ
ま
で
と
違

っ
た
ア

プ
ロ
ー

チ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
産

学
官
が
連
携
し
て
国
政
レ
ベ
ル
の
日
本
の
新

し
い
水
戦
略
を
構
築
し
、

世
界
の
水
と
衛
生

問
題
の
解
決
に
貢
献
し
な
が
ら
海
外
で
の
水

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

水
を
巡
る
国
際
的
な
動
き
や
世
界
の
水
市
場

を
見
据
え
て
イ
ノ
ベ
ー
ト
し
て
い
か
な
け
れ

ば
日
本
の
水
事
業

・
水
産
業
の
活
路
は
拓
か

れ
な
い
―
―
と
指
摘
し
、

す
す
む
べ
き
日
本

の
進
路
に
つ
い
て
持
論
を
展
開
し
た
。

事当ぎ 彊吉村氏が水戦略で


